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概要

経 歴 書

氏 名 芳賀 洋輔（はが ようすけ）

生年月日 昭和２７年５月２日（満６９歳）

最終学歴 明治大学政経学部政治学科卒業

(昭和５０年３月)

職 歴

昭和５０年４月 東邦銀行 入行

平成 ４年４月 同 人事部研修課長

平成 ６年４月 同 富田支店長

平成 ８年６月 同 東京事務所長

平成１０年４年 同 湯本支店長

平成１２年４月 同 須賀川支店長

平成１５年４月 同 営業企画部長

平成１７年４月 同 公務部長

平成１９年４月 東邦銀行 退職

平成１９年５月 福島コンピューターシステム（株）入社

平成２８年１２月 同社 代表取締役社長就任

現 職

平成１９年５月（株）福島情報処理センター 監査役就任

平成２１年５月 福島県情報産業協会 監事就任

平成２２年５月 郡山高度情報化システム研究会 理事就任
代表取締役社長



♦ か?

本日の内容

１、「福島復興事業」への取り組み

（１）取り組んだ理由について

（２）福島復興事業の内容について

２、「福島イノベーションコースト構想」への取り組み

（１）取り組み経緯について

（２）取り組み内容について

３、「今後の展望」

（１）共創について

（２）福島から世界へ



（１）取り組んだ理由について

・風評被害

・継続は力なり

（２）福島復興事業の内容について

・再生可能エネルギー

・医療関連

・ロボット

「福島復興事業」への取り組み



（１）取り組み経緯について

・福島復興再生特別措置法（2012年3月公布）

・福島復興再生特別措置法改正（2017年5月）により

「福島イノベーションコースト構想」推進の法定化

（２）取り組み内容について

・在宅メディケアシステム開発（2016年度～2018年度）

・AI を用いたスマートクリニックシステム（2019年度～2021年度）

・海洋調査を目的とした無人観測船の開発 （2016年度～2018年度）

「福島イノベーションコースト構想」への取り組み









（１）共創について

・農林水産業、環境・リサイクル、航空宇宙、廃炉

（エネルギー、医療、ロボット ）

・ニューノーマル（リモート、非接触・・・・・）

（２）福島から世界へ

・ＤＸ（デジタル変革）推進

・ＳＤＧｓへの取り組み

今後の展望



今後の展望
福島、ふくしま、Fukushima・・・・・・・・
世界的に有名になってしまった我がフルサト。
今、この“福島”を活性化させ、世界へ羽ばたかせようとするダイナミックな
活動が推進されています。
特に、再生可能エネルギー、医療関連、ロボット・ドローン、環境、航空宇宙、
農林水産そして廃炉 等の各分野で、世界をリードすべく 国家戦略として
さまざまな 研究開発や実証実験が推進されています。
具体的には、「福島再生可能エネルギー研究所」「ふくしま医療機器産業推進
機構」「日本原子力研究開発機構」そして「福島ロボットテストフィールド」の各研究
施設が竣工し、国の「イノベーションコースト構想」を中心に、世界をリードすべく新
たな事業の展開が、この“福島”で産学官金が一体となって
進んでいます。

福島コンピューターシステムも、福島の企業として福島発の新事業へ積極的に
取り組んでおり、“新たな福島”を発信し続けたいと強く思っています。

福島県民としての希望（ホームページ抜粋）



ありがとうございます

web

https://www.fcs.co.jp/

Twitter

https://twitter.com/TweetFCS?

Facebook

https://ja-jp.facebook.com/FukushimaComputerSystem/

ご清聴、感謝いたします。
ありがとうございました。

福島コンピューターシステム株式会社


